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） ⑥市民憲章
広
報

わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
お謹t淫ぽ苗醗敵化都市をめさﾖー 市民生型箪
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民恵車を定めま或
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め理かなあびこにします
みんなで賭しあいきまりを守り明るいあびこにします

我孫子市役所企画財政部広報広聴課
〒270-11翌孫子市翌孫子1858念0471(85)1111

一

やすらぎとうるおい
働ある潅鯵鯵鯵鯵鯵

『
福
祉
総
合
計
画
』
を
作
成
中

奇

か
み
の
あ
る
地
域
福
祉
を
目
指
し

市
で
は
現
在
、
幻
世
紀
の
新
し

い
時
代
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い

「
我
孫
子
市
福
祉
総
合
計
画
」
を

作
成
中
で
す
。

こ
の
計
画
は
、
昨
年
５
月
に
発

足
し
た
市
民
研
究
集
会
を
は
じ
め
、

福
祉
総
合
計
画
推
進
協
議
会
、
福

祉
政
策
懇
談
会
等
が
中
心
と
な

り
、
作
成
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、

高
齢
者
や
障
害
者
児
童
を
含
め

た
す
べ
て
の
皆
さ
ん
が
と
も
に
支

え
合
い
な
が
ら
暮
ら
せ
る
明
る
く

生
活
排
水
対
策
推
進
計
画

市
民
の
貴
重
な
共
育
財
産
で
あ
る
市
の
シ
ン
ボ
ル
手
賀
沼

は
、
近
年
、
周
辺
地
域
の
開
発
に
と
も
な
い
、
工
場
・
家
庭

排
水
な
ど
に
よ
る
水
質
汚
濁
が
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
、
市
で
は
、
「
水
環
境
プ
ラ
ン
」
を

策
定
。
水
質
の
改
善
や
自
然
環
境
等
の
保
全
を
進
め
、
水
環

境
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
Ⅱ
環
境
保
全
課
Ⅱ

’

豊
か
な
社
会
の
実
現
を
目
指
す
一

方
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

事
業
の
選
択
に
つ
い
て
継
続
的
に

検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

◎
市
民
と
行
政
が
「
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
（
健
常
者
〈
児
〉
も
障

害
者
〈
児
〉
も
と
も
に
暮
ら
せ
る
）

を
実
現

◎
地
域
福
祉
を
確
立
（
市
民
一
人

ひ
と
り
が
支
え
て
い
く
）

◎
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
皿
か
年

計
画
ヨ
ー
ル
ド
プ
ラ
乙
を
実

｜｜

ﾛ
'て
L－

近
年
、
急
速
な
手
賀
沼
周
辺
の

開
発
等
に
よ
り
、
流
域
か
ら
で
る

生
活
排
水
な
ど
が
原
因
で
沼
の
水

質
汚
濁
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
我
孫
子
市
は
、

平
成
４
年
３
月
、
県
か
ら
「
生
活

排
水
対
策
重
点
地
域
」
の
指
定
を

受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
手

賀
沼
や
古
利
根
沼
等
の
現
状
を
分

析
。
こ
の
ほ
ど
生
活
排
水
対
策
推

進
計
画
「
我
孫
子
市
水
環
境
プ
ラ

ど
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
陸
従
来
取
り
組
ん

で
き
た
対
策
か
ら
更
に
踏
み
込
ん

だ
施
策
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
単

に
水
蛮
の
改
善
に
と
ど
ま
ら
ず
、

水
を
取
り
巻
く
自
然
環
境
の
保
全
、

親
水
空
間
の
確
保
な
ど
を
総
合
的
．

計
画
的
に
進
め
、
〃
や
す
ら
ぎ
と
う

る
お
い
の
あ
る
水
環
境
の
実
現
″

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
ま
と
め

現◎
在
宅
福
祉
３
本
柱
を
確
立

＊
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

＊
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

＊
シ
ョ
Ｉ
ト
ス
テ
イ

こ
の
ほ
か
、
高
齢
者
保
健
福

祉
、
障
害
者
福
祉
、
ひ
と
り
親
．

児
童
福
祉
等
約
１
５
０
項
目
の

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
設
定
。

現
在
、
事
業
の
緊
急
性
を
考

慮
し
、
福
祉
総
合
計
画
を
確
実

か
つ
効
率
的
に
実
施
で
き
る
よ

う
最
後
の
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
。詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

広
報
あ
び
こ
５
月
１
日
号
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課
福
祉

計
画
担
当
内
線
３
８
５

＆

◆

4

手
黄
沼
な
ど
の
豊
か
な
自
然
を

残
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
努
力
が
必
要
で
す
。

た
も
の
で
す
。

市
で
は
、
こ
の
計
画
の
推
進
に

あ
た
り
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
種

極
的
に
行
い
ま
す
。

①
下
水
道
を
中
心
と
し
た
処
理
施

設
の
整
備
促
進

②
手
黄
沼
、
古
利
根
沼
の
水
質
浄

化
対
策
の
推
進

③
市
民
意
識
を
高
め
る
た
め
の
啓

発
事
業
、
環
境
教
育
の
推
進
等

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

自 然環境調査

(7|く生生物編)まとまる

=水域に暮らす生き物をご存じですか＝

を
策
定

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
自
然
環

境
調
査
（
水
生
生
物
編
）
Ａ
４

版
（
２
４
５
頁
）
を
ま
と
め
ま

し
た
（
写
真
）
。

こ
れ
は
、
私
た
ち
と
共
存
す

る
植
物
、
昆
虫
、
水
生
生
物
、

鳥
類
と
い
っ
た
生
き
物
を
よ
り

身
近
な
存
在
に
し
、
環
境
の
意

味
を
見
直
そ
う
と
平
成
２
年
度

か
ら
調
査
を
進
め
、
今
回
、
こ

の
調
査
の
続
編
と
し
て
水
面
下

の
世
界
に
視
点
を
あ
て
た
も
の
。

報
告
書
に
は
、
市
内
の
水
域

と
し
て
手
賀
沼
、
古
利
根
沼
、

水
田
地
帯
な
ど
７
つ
の
水
域

を
中
心
に
魚
類
、
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
、
底
生
動
物
等
水
域
に

息
づ
く
生
き
物
の
移
り
変
わ

り
を
過
去
の
文
献
査
料
等
を

交
え
な
が
ら
紹
介
。

な
お
、
こ
の
報
告
書
は
、

図
審
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
現
境
保
全

課
霊
（
弱
）
１
１
１
１

・
家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策
を
ぜ

ひ
、
実
践
し
ま
し
ょ
う

争
調
理
く
ず
な
ど
を
流
言
な
い
よ

う
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
ろ
紙
袋
を
使

用
し
ま
し
ょ
う

華
食
器
や
鍋
に
つ
い
た
油
な
ど
は

ふ
き
と
っ
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う

拳
使
え
な
く
な
っ
た
食
用
油
は
査

源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ

一
つや

洗
剤
は
石
け
ん
を
適
正
遼
使
い

ま
し
ょ
う

今
浄
化
槽
は
正
し
く
管
理
し
ま
し

よ
｝
フ

▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

“'“'“'錘/錘/恥

２
月
お
日
（
土
）
、
”
日
（
日
）

の
両
日
第
ｍ
回
「
健
康
ま
つ

り
」
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
す
。

健
康
相
談
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

栄
誕
相
談
な
ど
自
由
に
参
加
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
を
た
く
さ
ん
用

意
し
て
い
ま
す
。
健
康
で
楽
し

い
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に

対
す
る
関
心
を
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
ご
家
族
ご
近
所
の
皆

さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
き
い
。

妬
日
・
”
日
の
催
し

◎
内
科
医
に
よ
る
健
康
相
談

テーマ：健康はあなたの食生活から

第10 ？

日時：

場所：

◎
映
写
会
（
午
前
、
時
か
ら
ｎ

時
鋤
分
）

▼
内
容
子
ど
も
向
け
ア
ニ
メ

◎
講
演
会
（
午
後
１
時
か
ら
３

時
、
先
着
１
５
０
名
）

▼
内
容
百
歳
ま
で
生
き
る
健

康
法
「
元
気
で
長
生
き
、
百
歳

食
」▼

講
師
永
山
久
夫
氏
（
食
文

化
史
研
究
家
）

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ

ー
霊
（
師
）
１
１
３
１

◎
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
薬
の
相
談
、

栄
韮
相
談
、
試
食
、
健
康
体
操

な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

※
エ
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
は
柏
保
健

所
で
行
っ
て
い
ま
す
。
（
先
着

２
５
０
名
に
球
根
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
有
り
）”
日
の
催
しp

永山久夫氏

下総基地 米軍機使用絶対反対の

午後

1時～3時．

午前

10時～正午

恥
日
（
土
）

幻
日
（
日
）
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⑰職員手当職員に支給される主な職員手当の内容(平成5年4月’日現在）

我孫子市熾員の繪与等の実態を市民のみなさんにご理解いただくため、そのあらましを

次のとおりお知らせします｡市職員の給与は、r地方自治法｣、r地方公務員法」に基づいて

制定した『我孫子市一般職の臓員の給与に関する条例」や「我孫子市特別職の給与等に関

する条例」およびその他の給与条例・規則によって支給されています。なお、給料、手当

の額については、国と比較するため改正前のものです。＝人事課＝

人件費(平成4年度普通会計決算)：人件費Bには特別職に支給される給料､報酬を含みます。

参考

②職員給与費(平成5年度普通会計当初予算):職員手当には退職手当が含まれません。

③職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢(平成5年4月1日現在）

’ 1

’ ’
画

紗職員の初任給
(平成5年4月1日現在）

学校卒業後、直ちに‐

採用された者の初任給

と、その後引き続き2

年間勤務したときの給一

料月額。

’

退職手当については､千葉県市町村総合蛎務組合の退職手当条例で支給率が定められています。

’

’

I’
⑤職員の学歴別、経験年数別平均給料月額(平成5年4月’日現在）

山I
経験年数とは､学校卒業後直ちに市に採用され．引き統き勤務している場合には採用後の年数をいい、
歴等のある場合にはその期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。

採用前に民間

｜⑥一般行政職の級別職員数の状況(平成5年4月,日現在） ⑧特別職の報酬等の状況笛

』

’ ’

’
5.1

’
職貝数は､我孫子市の給与条例に基づく給料表の級区分によるものであり､標準的な峨務内容はそれぞれの級に骸雪
する代表的な職名です。’

一一

市職員給与の公表 区分

三一

扶
養
手
当

住
居
手
当

通
勤
手
当

期
末
・
勤
勉
手
当

退
職
手
当

我孫子市

○配偶者16,000円

○配偶者以外の扶韮親族

2人まで1人5,500円

3人目から1人1,000円

○配偶者のない猟員の扶蕊親族

1人11,000円

○母子・父子家庭の扶養親族

1人16,000円

○借家の場合（家競11,000円を超える場

合に限る）

家蔵の額に応じて27,000円を限度に支

給

○自宅の場合

○同居の場合

世滞主7,500円

4,000円

○祗車・バスを利用する場合

泡明代40,000円までは全額支給。それ

を超える部分は、超える額の半額支給

．（5,000円を限度）

○乗用車等を利用する場合

通勤距離等に応じて4,400円～24,750

円を支給

(平成4年度支給割合）

期末手当勤勉手当

6月期1．60月分0．6月分

12月期2．10月分0．6月分

3月期0.55月分一

計4.25月分1．2月分

噴側上の段階､職務の扱等による加陳擶圃有

(支給率）自己都合勧奨・定年

分
分
分
分

月
月
月
月

５
５
０
０

６
５
７
７

●
■
Ｇ
車

４
４
２
２

３
４
６
６

分
分
分
分

月
月
月
月

０
５
０
０

０
７
５
０

●
●
●
●

１
３
７
０

２
３
４
６

年
年
年
度

加
蛎
弱
限

続
続
統
高

勤
勤
勤
般

その他の

加算措設

退職時

特別昇級

定年前早期退職特別措祉

(2％～20％の加算）

勧奨・定年退職者

2号給

国

○配偶者16,000円

○配偶者以外の扶墾親族

2人まで1人5,500円

3人目から1人1.0001可

○配偶者のない職員の扶韮親族

1人11,000円

○借家の場合（家賃12,000円を超える場

合に限る）

家我の額に応じて26,000円を限度に支

給

○自宅の場合

1,000円（新築取得後5年IHI2,500円）

○砿車・バスを利用する場合

泡切代40,000円までは全額支給。それ

を超える部分は、超える額の半額支給

(5,000円を限度）

○乗用車等を利用する場合

通勤距離等に応じて2,000円～20,900

円を支給

(平成4年度支給割合）

期末手当勤勉手当

6月期1.60月分0．6月分

12月期2．10月分0．6月分

3月期0.55月分

計4.25月分1．2月分
J印

聯I上の段階､鍼の級等による加卿措遡へ有
ら

(支給率）自己都合勧奨・定年

分
分
分
分

月
月
月
月

５
０
０
０

７
５
０
０

８
５
７
７

●
●
●
●

８
４
２
２

２
４
６
６

分
分
分
分

月
月
月
月

０
５
０
０

０
７
５
０

●
●
●
■

１
３
７
０

２
３
４
６

年
年
年
度

鋤
妬
謁
限

続
統
続
高

勤
勤
勤
最

その他の

加算措澄

退］賊時

特別昇級

定年前早期退職特別措澄

(2％～20％の加算）

1号俸

住民基本台帳人口
(平成5年3月31日現在）

122,763

人

歳出額（A）

28,088,099

千円

実質収支

683,261

千円

人件饗（B）

8,032,955

千円

人件費率(B/A）

28．6

％

蝋員のみ人件費

6,338,871

千円

城員のみ人件費率

22．6

％

普通会計における
職貫1人当りの住民数

我孫子市125

30市平均118

人

職貝数

(A）

98m

人

給 与磯

給料
千円

3,668,691

職員手当
千円

1,086,371

期末･勤勉手当
千円

1,985,186

計（B）
千円

6,740,248

1人当

給与費(B／A）

6,871

千円

区分

我孫子市

国

県内30市

平均

一般行政職

平均給料月額

307,886

円

284,003

円

308,000

円

平均給与月額

413,446

円

－

平均年齢

38歳5か月

38歳7か月

38歳3か月

技能労務職

平均給料月額

307,946

円

円

262,560

291,500

円

平均給与月額

380,134

円

平均年齢

45歳7か月

47歳9か月

46歳3か月

区 分

我孫子市

国

県内30市平均

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

一般行政職

初任給
寺

174,600円

146,600円

175,300円

131,900円

171,920円

140,250円

採雨2年経過後
給料月額

185,600円

161,400円

187,300円

141,000円

－

調整手当

我孫子市

給料、扶養手当、管理職手当

の合計の10％

国

給料、扶養手当、管理城手当

の合計に一定率（地域により

12％以内）を乗じた額

特殊勤務

手当

(平成4年度決騨）

区 分

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員1人当たり平均支給年額

手当の種類（手当数）

代表的な手当の

名 称

支給額の多い手当

多くの職員に支

されている手

給
当

全〕賊

34.8％

62,643円

29

夜’

手

夜間勤務手当、消柵作業
手当、保育手当、技術職
貝手当、税務手当

肋務手当、清掃作業
保育手当､技術撤貝理

二
幽
二

区 分

－般行政職

大学卒

高校卒

経験年数10年

給料月額

268,800円

229,200円

経験年数15年

給料月額

294,900円

0,300円

経験年数20年

給料月額

349,300円

324,800円

技能労務職 高校卒 209,800円 235,800円 302,800円

時間外

勤務手当

平成3年度

(決算）

平成4年度

(決算）

支給総額

職員1人当たり支給年額

支給総額

]職員1人当たり支給年額

269.756千円

283千円

300,485千円

307千円

区分

標準的な職務内容

職貝数

構成比

参
考

1年前の

織成比

5年前の
櫛成比

1級

主事補

29

人

％
唾
８４

6．2

％

2級

主事、

80

人

13．3

％

16.0

％

18.1

％

3級

主任主事

136

人

22.6

％

24.1

％

35.1

％

4級

主任

138

人

23.0

％

21.1

％

％

8．5．

5級

係長

132

人

％

22．0

－

19.7

％

19．5

％

6級

課長補佐

28

人

4.7

％

4.2

％

3.2

％

7級

課長

33

人

5.5

％

5.7

％

5.9

％

8級

部長

25

人

4.1

％

41

％

3.5

％

計

／
｜
人
伽

100

％

100

％

100

％

区 分

市長

助役

収入役・教育長

水道事業管理者

議 長

副議長

議員

報酬等
(平成4年4月1日適用）

890，000円

760，000円

685，000円

665，000円

495，000円

445，000円

410，000円

期 末手当
(平成4年度支給割合）

6月期2．20月分

12月期2.70月分

3月期0.55月分

計5.45月分
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「
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
か
も
つ

と
税
金
を
考
え
、
共
に
し
っ
か
り

と
歩
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
の
気
持
ち

良
い
社
会
の
た
め
に
・
・
。
」
と
結
ん

だ
作
文
が
あ
る
。

こ
れ
を
書
い
た
小
寺
佐
和
さ
ん

は
、
湖
北
中
学
校
の
３
年
生
。

昨
年
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
が
全
国
の
中
学
生
を
対
象
に

行
っ
た
〃
税
に
つ
い
て
の
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
〃
で
、
応
募
総
数
３
４

万
３
１
１
３
編
の
中
か
ら
釦
編
と

い
う
狭
き
門
を
突
破
し
、
見
事
に

国
税
庁
長
官
徴
に
輝
い
た
作
品
だ
。

祖
父
の
病
気
を
き
っ
か
け
に
、

商
齢
者
の
医
識
識
の
多
く
が
税
金

で
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

税
金
の
は
た
す
役
割
の
重
要
言
を

1
、
４参加者募集

親陛子のふれあい教室
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
↑

『七宝焼｣にチャレシ諺図
目
標
に
向
か
っ
て
真
剣
に

七
宝
焼
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

金
属
の
下
地
に
絵
の
具
の
よ
う
な

ガ
ラ
ス
質
の
う
わ
ぐ
す
り
を
塗
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
模
様
を
作
り
、
カ
マ

ド
で
焼
き
付
け
る
伝
統
工
芸
で
す
。

こ
の
機
会
に
あ
な
た
の
宝
物
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
３
月
６
日
（
且
午
前
、

時
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

改
め
て
感
じ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

今
ま
で
税
金
は
「
仕
方
な
く
納
め

る
も
の
」
と
い
う
考
え
を
少
し
持

っ
て
い
た
が
、
考
え
方
が
変
わ
り
、

「
私
た
ち
が
税
金
を
生
か
し
て
い

く
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

私
た
ち
が
生
か
さ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
強
く
感
じ
た
」
と
い
う
。

受
愛
に
つ
い
て
は
「
た
ま
た
ま

9

ムー、
一一

､<=

か
わ
ぞ
え
む
つ
こ

▼
講
師
川
添
睦
子
氏
百
本
七

宝
作
家
協
会
評
議
員
）

▼
定
員
親
子
卯
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
１
人
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、

学
年
、
睡
話
番
号
、
「
七
宝
焼
参

加
」
と
明
記
し
、
我
孫
子
１
６
８

４
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
云

（
顕
）
１
１
５
１
へ

い
い
題
材
に
恵
ま
れ
た
か
ら
」
と

は
に
か
む
。

学
校
で
は
、
「
教
科
全
般
に
わ

た
っ
て
優
秀
な
成
繊
で
一
を
話

せ
ば
そ
れ
以
上
に
理
解
を
深
め
て

く
れ
る
」
と
、
程
の
雰
筈

高
く
評
価
す
る
。
ま
た
、
友
達
の

相
談
に
も
気
軽
に
応
じ
た
り
、
委

員
の
仕
事
を
率
先
し
て
引
き
受
け

’
､税についての作文コンクー

ル、で国税庁長官賞を受賞
こでらさわ

小寺佐和さん
(新木）

母
子
・
父
子
家
庭
及
び
両
親
の

監
謹
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方
で
、

そ
の
お
子
さ
ん
が
、
小
学
校
、
中

学
校
、
高
等
学
校
等
に
入
学
ま
た

は
、
中
学
校
を
卒
業
し
て
就
城
す

る
場
合
、
入
学
及
び
就
職
祝
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
祝
金
の
額
対
象
者
１
人
に
つ

き
８
０
０
０
円

▼
対
象
者
の
生
年
月
日
＊
小
学

校
入
学
（
昭
和
健
年
４
月
２
日
か

ら
“
年
４
月
１
且
＊
中
学
校
入

学
（
同
茄
年
４
月
２
日
か
ら
師
年

４
月
１
且
＊
高
等
学
校
等
入

学
ま
た
は
就
職
（
同
認
年
４
月
２

日
か
ら
弘
年
４
月
１
且

※
た
だ
し
、
平
成
６
年
３
月
１
日

１
１
１
１
１

た
り
と
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
か

ら
の
信
望
が
厚
く
、
頼
り
に
さ

れ
て
い
る
。

中
学
校
に
入
っ
て
か
ら
始
め

た
部
活
の
剣
道
で
は
、
最
初
、

試
合
に
出
ら
れ
な
く
て
く
や
し

い
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
人
一
倍
練
習
を
重
ね
、
今

で
は
初
段
の
腕
前
。
試
合
に
出

て
も
勝
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

努
力
す
れ
ば
そ
れ
な
り
の
結

果
を
得
ら
れ
る
し
、
い
ろ
い
ろ

な
事
を
学
べ
る
の
で
「
自
分

で
決
め
た
目
標
に
向
か
っ
て
真

剣
に
取
り
組
み
、
最
後
ま
で
や

り
通
し
た
い
。
そ
し
て
や
り
通

し
た
時
の
満
足
感
を
、
こ
れ
か

ら
も
味
わ
っ
て
い
き
た
い
」
と
、

目
を
輝
か
す
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一 － －－一一一一一

あ
な
た
の
健
康
法
で
本
当
に
だ

い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か
。
・

実
習
と
お
話
し
を
と
お
し
て
、

あ
な
た
の
生
活
を
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
。
内
容
下
表
参
照

現
在
、
本
市
に
居
住
し
、
住
民
基

本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
同
年

４
月
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
小

・
中
・
高
等
学
校
等
に
入
学
す
る

子
ど
も
ま
た
は
同
年
３
月
末
日
ま

で
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
中
学

校
を
卒
業
し
、
同
年
４
月
に
就
峨

す
る
子
ど
も

▼
受
給
資
格
者

１
、
配
偶
者
の
な
い
方
で
、
現
に

入
学
予
定
の
子
ど
も
、
ま
た
は
就

聯
予
定
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い

る
母
ま
た
は
父

２
、
母
ま
た
は
父
の
い
ず
れ
の
監

謹
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
入

学
予
定
の
子
ど
も
ま
た
は
就
職
子

1参加者募集，
1

い
き
い
き
健
康

栄
養
教
室

？

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
中
・
高
齢
の
方

▼
定
員
先
蒲
窃
名

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
柏
保
健
所
保
健
指
導
課
栄
養

担
当
壷
（
師
）
１
２
５
５
へ

定
の
子
ど
も
を
韮
青
し
て
い
る
方

▼
申
請
方
法
児
童
保
育
課
に
母

子
家
庭
の
登
録
を
し
て
い
る
方
は
、

地
区
の
母
子
福
祉
推
進
員
が
申
請

書
を
届
け
ま
す
（
２
月
末
日
ま
で

に
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
巴
・

そ
の
他
の
方
に
つ
い
て
は
、
児

童
保
育
課
に
申
請
書
が
あ
り
ま
す

の
で
、
印
鑑
、
母
子
・
父
子
家
庭

等
の
証
明
と
な
る
も
の
、
受
給
査

格
者
の
銀
行
の
預
金
通
帳
（
口
座

番
号
）
を
用
意
の
う
え
、
３
月
７

日
（
月
）
ま
で
に
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
先
。
問
い
合
わ
せ
児
童

保
育
課
児
童
家
庭
係

▼いきいき健康栄養教室 I
春
に
な
る
と
、
道
端
や
畑
で
一

見
、
タ
ン
ポ
ポ
の
よ
う
な
茨
色
い

あび
～

ｰ／一● ､－、

品
Ｌ

ｉ
－
Ｉ
Ｉ
】
ご
■
Ｉ
、
‐
宮

‘1
b

函

一

花
を
つ
け
た
ノ
ゲ
、
ン
に
よ
く
出
会

、
フ
。

ノ
ゲ
シ
と
い
う
の
は
、
葉
が
ケ

シ
の
葉
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

い
』
フ
。

ノ
ゲ
シ
は
冬
の
問
、
茎
を
上
へ

仲
ぱ
き
ず
、
根
ぎ
わ
か
ら
葉
を
地

面
に
広
げ
て
ロ
ゼ
ッ
ト
状
態
で
過

ご
し
て
い
る
。

こ
の
草
は
春
に
花
を
開
く
こ
と

か
ら
ハ
ル
ノ
ノ
ゲ
シ
と
も
い
う
。

Ｉ
旦

1

ｺ

1≦

'ノーミュー該カル

ごなりたがった猫」 ノゲシ
0

4月16日(土)3時30分開場午後4時開演

市民会館（今日から前売開始） (きく ）科 1

所
に
預
け
て
く
だ
さ
い
。
（
費
用

５
０
０
円
、
電
話
で
の
予
約
が
必

塞
な
お
、
乳
児
は
除
き
ま
す
。

▼
前
売
券
発
売
所
あ
び
こ
子
ど

も
劇
場
事
務
所
、
市
民
会
館
内
売

■
店
ひ
ろ
が
り
、
平
賀
書
店
、

ノ

し
か
し
、
花
は
十
一
月
頃
に
な

っ
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

花
は
朝
開
い
て
夕
方
に
は
し

ぼ
む
。

そ
う
ほ
う

総
包
や
花
柄
に
触
れ
る
と
粘
つ

く
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
腺

毛
が
あ
り
、
粘
液
を
分
泌
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。

茎
は
中
空
で
、
茎
や
葉
を
傷

つ
け
る
と
乳
白
色
の
汁
が
出
る
。

葉
は
柔
ら
か
く
、
食
用
と
な

り
、
若
い
葉
を
テ
ン
プ
ラ
な
ど

に
す
る
と
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
。

ノ
ケ
シ
に
似
た
も
の
に
オ
ニ

ノ
ゲ
シ
が
あ
る
。
オ
ニ
ノ
ゲ
シ
ー

は
葉
が
ノ
ゲ
シ
よ
り
硬
く
、
葉

の
縁
に
ア
ザ
ミ
の
よ
う
な
刺
が

あ
る
の
で
区
別
が
つ
く
。

（
文
・
写
真
佐
々
間
俊
行
）

、

▼
日
時
４
月
妬
日
主
）
午
後
３

時
訓
分
開
場
、
４
時
開
演

▼
場
所
市
民
会
館

▼
入
場
料
前
売
り
Ｓ
席
４
５

０
０
円
、
Ａ
席
４
０
０
０
円
、
Ｂ

席
３
５
０
０
円
当
日
券
Ｓ
席

５
５
０
０
円
、
Ａ
席
５
０
０
０
円
、

Ｂ
席
４
５
０
０
円
（
全
席
指
定
）

家
原
則
と
し
て
４
歳
未
満
は
託
児

所
に
預
け
て
く
だ
さ
い
。
（
費
用

店
ひ
ろ
が
り
、
平
賓
書
店
、

プ
ッ
ク
ス
ス
ズ
キ
、
筑
波
書

店
、
い
し
ば
し
、
学
友
堂
、

石
川
春
光
堂
、
プ
ッ
ク
ス
こ

ほ
く
、
ぶ
つ
く
し
ょ
っ
ぷ
ネ

モ
ト
、
市
内
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

ー
ト
店
舗
、
柏
そ
ご
う
、
柏

高
島
屋
、
取
手
と
う
き
ゅ
う
、

利
根
町
弘
文
堂

▼
問
い
合
わ
せ
あ
び
こ
子

ど
も
劇
場
垂
（
理
９
０
７
８

（
月
畷
か
ら
金
曜
日
の
午
前

、
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
）’

、

｡ ■■

母
子
・
父
子
家
庭
等
の
皆
さ
ん
へ’

市民農園が

ブソq■■■オ
利用申し込みは2月25日(金)まで

市
内
で
初
め
て
の
市
民
農
園
が
（
１
区
画

浅
間
前
新
田
地
区
に
整
備
さ
れ
、
▼
募
集
数
１
１
４
区
画
（
応

４
月
１
日
（
金
）
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

ま
す
。
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

ご
家
族
で
土
や
緑
に
親
し
み
な
往
復
ハ
ガ
キ
で
、
往
信
用
に
住

が
ら
、
野
菜
や
草
花
を
栽
培
し
、
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

自
然
の
恵
み
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
話
番
号
を
、
返
信
用
に
あ
て
名

ん
か
。
を
明
記
し
、
２
月
お
日
（
金
）
ま

▼
利
用
期
間
４
月
１
日
か
ら
８
で
に
我
孫
子
１
８
５
８
市
役
所

年
３
月
誕
日
ま
で
（
２
年
間
）
腔
政
課
露
）
１
１
１
１
へ

▼
使
用
料
年
額
９
０
０
０
円
、
※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け

（
２
年
間
１
８
０
０
０
円
）
付
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

▼
利
用
面
種
訓
平
方
メ
ー
ト
ル
だ
さ
い
。

４
月
か
ら

日時

3月2日(水）

〃:30~16:00

3月7日(月）

13：30～15：30

内容

騨演･鬮理実習

｢骨粗しよう症を防ぐ．

食生活」

講横

『健康の知蝋ウソ・ホ

ント」

鱗師

桂きみよ氏

(聖徳大学鯉Ⅲ

大学部桝覺）

と父くちこうのすけ

苫米地孝之助氏

(東京家政大学

教授）
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’|’
し内容沼、湖、川など広く自然

をテーマにしたもの(未発表作品）

し応募方法・問い合わせ400字

詰め原稿用紙20枚以上の作品に住

所、氏名、電話番号を明記し、2

月28日(月)までに高野山新田193

手賀沼親水広場盃(84)0555へ

伝曰時2月20日(日)午前10時30

分開場11時開演(入場無料）

し場所市民会館

し問い合わせ渡辺壷(87)2096

’
■
９
９
１
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ｜

】 画画国．し日時・場所2月26日(土)午後

1時、浦安市文化会館(受講無料）

※詳しくは(社)日本オストミー協

会千葉県支部事務局壷0474(52)64

33へ（月・火・金曜日午前10時か

ら午後4時）

いぐちゆう

弁口優〈ん
（下ヶ戸｡1歳9か月）

’ |’シ黄格登山に興味のある男女

（年齢50歳位までの方）

し申し込み・問い合わせ往復ハ

ガキに住所、氏名、年齢、性別、

電話番号を明記し、2月25日(金・

必着）までに天王台3の7の1細

野省二壷(83)1540へ

－
１

伝曰時2月25日(金)午前9時30

分から11時30分

し対象2歳から4歳児

伝場所・問い合わせ湖北台幼児

教室垂(88)0185

固圖国回’
|I
i

|’
財形貯蓄者対象教育融資

’

シ対象費用高校、大学等の入学

金、授業料や下宿費用など

※詳しくは雇用促進事業団干葉雇

用促進センター壷043(248)7766へ

新生児、妊産婦の家庭を訪問し、

妊娠中の健康管理や育児について

指導できる方（保健婦まだは助産

婦の有資格者）を募集します。

し申し込み．問い合わせ電話で

柏保健所保健指導課壷(67)1255へ

’
｜
’

ふるさとの味や各家庭の自慢料

理・デザートを募集しています。

応募いだだいだ料理は、広報あび

こで紹介します。和食、洋食、中

華など種類は問いません。

し申し込み．問い合わせ封書で

住所、氏名、電話番号、職業、綱

理名（写真があれば添付）、材料、

作り方を明記し、我孫子1858市役

所広報広聴課『わが家の味自慢．

うで自慢料理係」壷(85)1111内線

210へ郵送または持参。

県では中小企業労働者への生活

安定資金の融資と、労働金庫から

受けた住宅資金の融資に対する利

子補給を行っています。

※詳しくは県東葛飾支庁商工労政

課冠0473(61)4089へ

’
伝練習日毎週木曜日午後7時か

ら8時、日曜日午後1時から4時

し場所根戸小学校体育館

し対象小学校新1年生以上

し申し込み・問い合わせ電話で

大澤壷(84)8773へ

⑬⑤⑪圃圃
▼イトーヨーカ堂我孫子店様から

社会福祉事業基金にと、冬のボー

ナス時に社員から集められた募金

1万9289円の寄付がありましだ。

▼社会福祉協議会へ福祉のために

と、湖北台ヨガ呼吸法の会様から

10万円、湖北台教会婦人会様から

1万円、同教会学校様から5000円

の寄付がありましだ。

’’
’ シ練習日・場所毎週木曜日午後

5時30分から7時、土曜日午後2

時からS時30分、NEC我孫子事

業場内武道場

し対象・定員4月に小学校1。

2年生になる方、20名(先着順）

惨会費月額1050円

し申し込み・問い合わせ電話で

同社総務課青木a(85)7021'X

’’を

し応募資格・募集人員運転免許

証を所有する満45歳未満で福祉に

熱意のある健康な方、若干名。

傷申し込み・問い合わせ履歴書

に必要事項を記入し、400字詰め

原稿用紙3枚以内に「私が考える

ホームヘルパー1についてまとめ、

写真（ライカ判2枚）を添付し2

月23日(水)までに高齢者福祉課へ

●

’’
伝職務内容公園の除草・せん定

し期間4月1日から9月30日

し勤務時間月曜日から金曜日午

前8時30分から午後5時

し黄金日給7100円（通勤手当は

別途支給、有給休暇有）

し申し込み・問い合わせ3月1

日(火)までに履歴霧・健康診断書

を公園緑地課へ直接持参。

I ’ ’主で聞く講演会
きる喜び」 修日時3月4日（金）・7日（月）

午前9時30分から午後3時

し場所教育委員会(水道局4階）

し参加蚕無料（昼食持参）

し定員筈円'0名（先着順）

し.申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、電話番号、

希望日、「16ミリ映写機操作講習

会参加希望」と明記し、2月28日

（月．必着）までに我孫子1684教

育委員会社会教育課盃(85)1151へ

’
ら

I

鞭
恥

’

2月28日(月)は､固定資
産税の第4期納期限です｡
忘れずに納付しましょう｡’

収税課

ミユージカル脚本第31回昭和の演歌
歌と踊り新春の大会

オストメイト
社会適応訓練講習会

獅子登山倶楽部会員
湖北台幼児教室公開保育

一

社会教育ゼミナール公開学習
｢福祉のまちづくりをめざして」

親子スキー教室
柵訓味自慢‘うで自慢綱

新生児･妊産婦訪問指導者

を
■■■■■■■■■

金
度
資
制
定
給
安
補
活
子
生
利
者
金
働
資
労
宅
業
住
企
・
小
資
中
融

根戸少年剣友会員

布佐南近隣センター
｢講演と落語の会」

鵜県中学生卓球大会
少年少女空手道教室生徒

ホームヘルパー

手賀沼親水広場
｢語りと音楽の会」

日曜当番医｡1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻー ビｽa(85)1313

16水

17木

18金

19土

Z⑪⑧

21月

22火

2誘水

24木

25金

26土

Z7e

28月

画消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

ビア法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
軍 健康相談＝つつじ荘11:00～12:00

〃税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

厚酒害相談＝保健センター13:30～15:30

面市役所閉庁(－部の施設は除く）

壷-少年の日

〃日曜当番医＝テレホンサービス”家庭の日

重休日瓢急歯科認日=休日救急観蛎鰯(市民会鬮内)9:00～11:30
画望u…

・結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00

壷-消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

〃心配ごと相談＝寿市民センター9:00～15:00
童市民図書館･鳥の博物館･つつじ荘・西部福祉センター休館

‘蚕法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

【蚕消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

章アルコール家族教室＝天王台宵年館13:30～15:30

画人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00

画･水道料金納入期限＝預金口座振替日

画市役所閉庁(一部の施設は除く）

〃日曜当番医＝テレホンサミビス

【薮休日鱸園科診厩日=休日鱸鬮科診緬(而監館内)9:00～11:30

〃心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00

〃国民年金保険料納期限＝口座振替日〃市民体育館休館
一市民図害館・鳥の博物館・つつじ荘・西部福祉センター休館

合｡

臨 時職員
消費生活講座
『健康にダイエット」

『
０
口

ｄ
４
面
‐

守
口
●

第 14回子どもの
放課後を考える講演会

纒謹操作講習会受講者
子育
r蝶よ花
て講習会
よといじめない」

あい.あびこ公開研修会
｢おとしよりの心」 家庭教育講演会斗

r親でなければできない教育

SB体操会員


